平凡なる日常　１日目
初夏を迎えても、まだ朝の空気は切るように冷たいが、空気はとても澄んでいた。
　とりあえず窓を開け、新鮮な空気を肺いっぱいに吸おう・・・と思ったが、あいにく窓は１か月前に壊れてしまっていたので、開ける事ができない。
しょうがないから、素直に外に出ることを決意した。（ヒッキーではないと言っておく）
外を出ると本日は快晴であると認識しつつ、背伸びをした。私の住んでいるところは自然に溢れているので、正直見飽きてしまったが、それでも私はここの空気は好きなのだ。　とりあえず空気を吸い終わったので、家に戻ることにした。
　家の中に戻り、リビングには既に朝食が置かれていた。中々良いタイミングに戻れたようだ、っとこの辺で自己紹介を済ませようと思う。私の名前は神崎翔平、本来何らかの力を持っていたり、家系がどうだの、と主人公である以上何か１つあるべきだろうが私はそのうちの１つも持っていない普通の高校生なのである。しいてあげれば、先祖が外様大名だったとか何とか・・・と自己紹介そしてる間に、どうやら私は朝食を食べ終わっていた。
朝食も食べ終わり、ゆったりとTVを見ていると、午前８時と中々頃合いの良い時間になったので、学生の仕事である学校へ向かった。
　学校は歩いて２０分と平均的な距離で、乗り物嫌いの私には非常にありがたいのだ
歩いていると後ろから声が聞こえた、「うぃーっす。」「おはよう、奥本。」こいつは友人の奥本尚志、非常にふざけた顔の持ち主だが、内面とてもいい奴なのだ。
「お前、さっきから何をブツブツ言ってんだ？」「いや、こっちの話だから気にしないで。」朝の親の視線もおかしいと思ってたが、どうやら私はさっきから口に出していっていたようだ。以後気をつけなければっと反省が終了した時には、丁度学校に着いたようだ。
　とりあえず私のクラスへ向かった。自分のクラスのドアを開けると、何とそこには・・・！机と椅子があったのは言うまでもない。
　「朝からブツブツ言って、お前頭大丈夫か？」と奥本が言ってきた。またしても口に出して言っていたようだ、このクセはいずれ直すと心に誓った。しかし、こいつに言われたのは非常に気に食わなかったので、反射的に「お前よりは大丈夫だ。」と心の中で思った。勿論これも口に出して言っていたので、色々と面倒なことになってしまい、授業が始まる１０秒前くらいになってしまった。
　ようやく午前の授業は終了し、昼休みの時間になった。「さぁ、飯食おうぜ。」
「腹が減っては戦はできぬ、か」、戦しないくせほざいてる彼は、工藤雅幸だ。
奥本や私と違い、頭も良く、顔もふざけていない、その上異常に真面目である。
とりあえず私は「さっさとご飯食べよ。」と工藤の言葉を軽く流しておいた。
あいにく私達のまわりには女子がおらず、特に会話もないので、ただ無言で食事に勤しんでいる。別に話す話題がないから、話していないわけではない。むしろ話しながら食事したいのだが、話しながら食事をすると「食事中に会話するのは、行儀が悪い。」などと工藤はうるさく注意してくるので、私達はさっさと昼食を食べるのだ。
　昼食も食べ終わり、いつもどおり会話をしながら、昼休みを過ごした。
　昼休みも終わり、午後の授業を受けていると、急に妙な感覚に襲われたのだ・・・
それは・・・ただの睡魔なんだけどね（苦笑）
抗うだけ無駄なので、寝る事にした。途中起こされた気がしたが、気にせず授業が終了するまで寝ていたその時だった。机が・・・揺れだしたのだ・・・いったい何かと思ったが、どうやら地震ではないらしい・・・奥本が揺らしていただけのようだ。
ホントに寂しい奴だと思いつつ、帰りのSHRも終わり、放課後に突入した。
「さぁて、今日も張り切って部活に行きますか！」と自分に気合いを入れて、帰宅した。
ここまで来たら説明も不要だろう、私は帰宅部だ。というわけで颯爽と家に帰った。
　いつも通り帰ってすぐ、自分の部屋でくつろいでいた。帰りのSHRで言っていたことが気になったのだ、どうやらこの近くに不審者だか通り魔が出たそうだ。最近似たような事件が多いなぁと思いながらマンガを読んでいた。本来ここで、あえて夜中に出歩くべきだろうが何分一般人なので、そのような危険な行為はする気はない。読者には悪いがこれは平凡な学生の１日というのを忘れないでほしい。
すると時間は既に深夜になっていたようだ、時間の進み速さが速い気がするがそれ気のせいだろう。とりあえず就寝することにした。
追記：会話等はめんどうなのでハショった、ダルいし。
現実味のあるように仕上げたつもりだか、ただの作文になってしまったが後悔はしている＼（＾o＾）／
書いてると高校生活が懐かしくなったZEｗ
